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専
修
大
学
出
版
企
画
委
員
会

（
委
員
長
∥
大
庭
健
文
学
部
教

授
）
で
は
、
高
校
ま
で
と
は
異

な
る
「
大
学
」
で
の
勉
強
の
仕

方
に
つ
い
て
、
新
入
生
（
フ
レ

ッ
シ
ュ
マ
ン
）
の
戸
惑
い
を
解

消
す
る
た
め
、
「
知
の
ツ
ー
ル

ボ
ッ
ク
ス
」
を
２
０
０
６
年
に

刊
行
し
た
。
１
年
次
生
全
員
に

配
布
さ
れ
、
全
学
的
に
初
年
次

導
入
教
育
に
活
用
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
全
国
の
書
店
で
も
扱
わ

れ
、
多
く
の
大
学
で
テ
キ
ス
ト

と
し
て
採
用
さ
れ
、
好
評
を
博

し
て
い
る
。
本
年
４
月
、
教
員

や
学
生
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
参
考
に
、
別
冊
ワ
ー
ク
ブ

ッ
ク
付
き
の
改
訂
版

を
刊
行
。
学
部
新
入

生
に
は
ガ
イ
ダ
ン
ス

で
配
布
さ
れ
た
。

問
題
が
与
え
ら

れ
、
正
解
に
至
る
解
法
を
身
に

つ
け
る
高
校
ま
で
の
学
び
と
は

違
い
、
大
学
で
は
「
問
題
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
き
、
自
ら
『
問

い
』
を
た
て
る
。
そ
こ
か
ら
出

発
し
て
、
あ
る
か
な
い
か
分
か

ら
な
い
『
答
え
』
を
求
め
て
調

べ
、
考
え
、
議
論
し
、
自
分
の

考
え
を
整
理
し
て
表
現
で
き
る

よ
う
に
な
る
」
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
本
書
で
は
「
第
１
章
・

話
を
聞
き
、
ノ
ー
ト
を
と
る
」

か
ら
、
「
第
７
章
・
ネ
ッ
ト
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用

す
る
」
ま
で
、
「
自
ら
動
か
な

け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
」
大

学
で
の
学
び
に
順
応
で
き
る
よ

う
、
８
人
の
教
員
が
分
か
り
や

す
く
執
筆
し
た
。

改
訂
版
は
、
文
字
を
簡
略
化

し
、
図
表
も
分
か
り
や
す
く
工

夫
し
て
「
読
む
本
」
よ
り
「
見

る
本
」
に
近
づ
け
た
。
読
む
だ

け
で
な
く
、
実
際
に
使
っ
て
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
付

い
て
い
る
４０
ペ
ー
ジ
の
別
冊
ワ

ー
ク
ブ
ッ
ク
は
、
ス
テ
ッ
プ
１

か
ら
３
ま
で
難
度
を
上
げ
な
が

ら
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る

仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
自
習

用
と
し
て
も
活
用
で
き
る
。

本
書
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

専
修
大
学
出
版
局
へ
。

�
０４４
（
９１１
）
７
１
７
９


０４４
（
９１１
）
１
３
８
２

教
育
開
発
支
援
委
員
会
で

は
、
教
員
の
授
業
づ
く
り
の
工

夫
の
一
助
と
す
る
た
め
、
「
授

業
の
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
」
を
２

０
０
６
年
度
か
ら
刊
行
し
、
全

専
任
教
員
に
配
布
し
て
い
る
。

初
版
は
、
「
授
業
改
善
の
方

法
・
事
例
」
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
中
心

に
、
第
２
版
は
、

実
践
例
を
集
め
た

「
私
の
授
業
」

や
、
学
生
参
加
型
の
授
業
評
価

を
行
っ
て
い
る
法
学
部
の
事
例

を
掲
載
し
た
。同

委
員
会
内
に
設

け
た
編
集
委
員
会
で

内
容
を
再
検
討
し
、

教
員
の
寄
稿
を
中
心

と
し
た
第
３
版
が
３

月
末
に
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
は

他
大
学
に
も
送
付
し
て
お
り
、

本
学
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、

高
い
評
価
の
声
が
届
い
て
い

る
。第

３
版
は
、
各
学
部
や
教
養

科
目
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る

「
教
育
改
善
へ
の
組
織
的
な
取

り
組
み
」
、
専
門
・
語
学
・
教

養
の
各
分
野
の
教
員
の
取
り
組

み
を
紹
介
す
る「
私
の
授
業
」、

「
法
学
部
・
学
生
に
よ
る
授
業

評
価
委
員
会
の
活
動
」
、
０８
年

度
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
に
過
去
に
掲
載
し
た

回
答
を
加
え
て
、整
理
し
た「
授

業
改
善
の
ア
イ
デ
ア
と
ツ
ー

ル
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
教

員
同
士
が
学
び
合
い
、
刺
激
し

合
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

編
集
委
員
会
委
員
長
の
野
口

武
悟
文
学
部
准
教
授
は
、
「
ア

ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

教
員
が
、
現
場
で
さ
ま
ざ
ま
な

努
力
を
積
み
重
ね
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
個
別
に
分
散
し

て
い
る
、
そ
れ
ら

の
工
夫
を
共
有

し
、
つ
な
ぎ
合
わ

せ
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
、
大

学
の
教
育
力
を
さ
ら
に
底
上
げ

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
話

し
て
い
る
。

な
お
４
月
か
ら
、
教
育
開
発

支
援
委
員
会
委
員
長
は
、
宇
佐

美
嘉
弘
経
営
学
部
准
教
授
。
本

書
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
教
務

課
Ｆ
Ｄ
事
務
室
ま
で
。

�
０４４
（
９００
）
７
８
５
７

専修大学出版企画委員会では、ゼ

ミやサークルなどを母体として、学

生が自発的に取り組

んだ創造的な活動

で、在学生、一般の

方々、高校生などの

参考になるような活

動について、学生自

らが企画・執筆する

本の刊行を推進しています。

０７年２月に第１号として出版され

たネットワーク情報学部生５人によ

る『学生が実現した展示会 ボクらの

コウサ展ものがたり』＝写真＝は、学

外展示会「コウサ展」誕生の経緯や過

去３回の展示会の舞台裏を縦軸に、

出展された研究成果の紹介を横軸に

まとめたもので、学生が自力で成果

発表の場を作り上げていくプロセス
かっとう

で経験した苦労や葛藤にも踏み込ん

だ力作として話題になりました。

皆さんも自分たちの活動を本にし

てみませんか？ 興味のある方は、

ポータルの応募要項を確認のうえ、

出版企画委員会事務局（生田キャン

パス９号館６階 学長室企画課）

�０４４（９１１）１２５２までお問い合わせく

ださい。

現
在
、
残
念
な
が
ら
内
定
を
得
て
い
な
い
と
い

う
人
は
、
ナ
ビ
で
エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
企
業
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
、
も
う
応
募
で
き
る
企
業
は
な

い
と
思
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
？

企
業
の
採

用
活
動
は
ま
だ
ま
だ
継
続
中
だ
。

【
就
活
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

講
座
で
実
力
Ｕ
Ｐ
！
】

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
や
面
接
で
、
言
い
た

い
こ
と
が
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い
。
そ
ん
な
悩

み
を
解
消
す
る
の
が
、
こ
の
講
座
。
必
ず
聞

か
れ
る「
自
己
Ｐ
Ｒ
」「
志
望
動
機
」を
企
業
側

の
意
図
を
確
認
し
な
が
ら
解
説
し
、
講
座
内

で
実
際
に
作
成
す
る
。
ま
た
、
面
接
を
苦
手

だ
と
感
じ
て
い
る
人
向
け
に
模
擬
面
接
や
ワ

ー
ク
を
取
り
入
れ
た
実
践
型
の
講
座
も
用

意
。「
い
ま
さ
ら
」で
は
な
く
「
今
か
ら
」
だ
。

〈
生
田
〉
総
合
編
６
／
６
（
土
）

〈
神
田
〉
自
己
Ｐ
Ｒ
編
５
／
１８
（
月
）
、
６

／
８
（
月
）、
志
望
動
機
編
５
／
１９
（
火
）、

６
／
９（
火
）、模
擬
面
接
編
６
／
４
日（
木
）

【
学
内
企
業
説
明
会
開
催
！
】

専
大
生
を
積
極
的
に
採
用
し
た
い
と
考
え

て
い
る
企
業
が
５
月
に
生
田
・
神
田
の
両
キ

ャ
ン
パ
ス
に
集
結
！

生
田
で
は
５
月
２０
日

（
水
）
か
ら
２２
日
（
金
）
の
３
日
間
で
約
２

０
０
社
、
神
田
は
、
５
月
１６
、
２３
、
３０
日
の

毎
土
曜
日
、
厳
選
１０
社
に
よ
る
学
内
企
業
説

し
ょ
う

へ
い

明
会
を
開
催
す
る
。
招
聘
し
て
い
る
企
業

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
実
力
派
だ
。
こ

の
機
会
を
最
大
限
生
か
し
て
内
定
獲
得
へ
動

こ
う
。
チ
ャ
ン
ス
は
自
ら
つ
か
み
と
れ
！

【
来
客
求
人
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！
】

直
接
来
校
し
て
求
人
申
込
み
を
し
た
企
業

の
採
用
情
報
を
Ｓ
｜
ｎ
ｅ
ｔ
に
「
来
客
求
人

情
報
」
と
し
て
公
開
す
る
。
掲
載
さ
れ
て
い

る
求
人
は
、
就
職
課
ス
タ
ッ
フ
が
採
用
担
当

者
に
会
っ
て
内
容
を
確
認
し
て
お
り
、
特
に

お
勧
め
す
る
企
業
だ
。
公
開
フ
ァ
イ
ル
に

は
、
募
集
職
種
や
業
務
内
容
、
さ
ら
に
は
企

業
の
特
徴
な
ど
、
聞
き
出
し
た
情
報
を
掲
載

し
て
い
る
。
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
応
募
し

よ
う
。
〈
５
月
２５
日
（
月
）
か
ら
毎
週
２
回

更
新
〉

進
路
先
が
決
定
し
た
ら
「
進
路
届
」
の
提
出

を
！

Ｓ
｜
ｎ
ｅ
ｔ
か
ら
登
録
で
き
ま
す
。

春
季
関
東
学
生
囲
碁
団
体

戦
が
５
月
３
日
か
ら
５
日
に

明
治
大
学
で
行
わ
れ
、
一
昨

年
春
、
５
部
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
半
年
ご
と
に
リ
ー
グ
昇
格

の
快
進
撃
を
続
け
る
本
学
の

囲
碁
部
が
、
大
健
闘
を
み
せ

た
。初

日
の
早
稲
田
大
学
と
の

対
戦
は
、
２
勝
３
敗
で
勝
ち

点
を
逃
す
。
最
終
日
、
慶
応

大
学
が
早
稲
田
を
３
勝
２
敗

で
破
り
、
本
学
を
含
む
３
校

が
勝
ち
点
６
で
並
ん
だ
。
勝

数
で
早
稲
田
と
２９
で
並
ん
だ

も
の
の
、
大
会
規
定
に
よ
り

リ
ー
グ
順
位
上
位
（
前
年
秋

季
リ
ー
グ
優
勝
）
の
早
稲
田

が
優
勝
、
本
学
は
準
優
勝
と

い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
。

春
季
の
上
位
４
校
（
早

大
、
専
大
、慶
大
、東
大
）に
、

２
部
優
勝
の
駒
澤
大
を
加
え

た
５
校
か
ら
優
勝
校
が
出
る

と
予
想
さ
れ
る
秋
季
リ
ー
グ

で
も
、
専
大
旋
風
に
期
待
し

た
い
。
な
お
、
全
勝
賞
を
渡

辺
達
也
さ
ん（
二
部
法
１
）、

大
熊
悠
人
さ
ん（
二
部
法
３
）

の
２
人
が
受
賞
し
た
。

１
９
６
０
年
か
ら
３６
年
に
お

よ
ぶ
内
戦
が
続
い
た
中
米
グ
ア

テ
マ
ラ
。
本
書
で
は
復
興
が
進

ま
な
い
同
国
内
戦
後
の
問
題
点

を
挙
げ
、
処
方
せ
ん
を
示
し
て

い
る
。
恐
怖
か
ら
の
自
由
、
欠

乏
か
ら
の
自
由
と
い
う
「
人
間

の
安
全
保
障
」
を
テ
ー
マ
に
、

文
化
人
類
学
、
政
治
学
、
経
済

学
、
農
学
な
ど
の
研
究
者
が
多

角
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
。

編
著
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
狐

崎
教
授
は
、
自
身
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
本
学
や
道

の
駅
「
君
田
２１
」
（
広
島
県
）な

ど
日
本
各
地
で
展
開
さ
れ
た
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
（
２
０
０
５
年
～

０７
年
）を
紹
介
。同
研
修
は
「
復

興
は
地
方
か
ら
」
と
先
住
民
の

開
発
リ
ー
ダ
ー
育
成
が
狙
い

で
、
市
長
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
幹
部
な
ど

の
若
手
男
女
３０
人
が
参
加
。
地

方
公
共
政
策
の
改
善
を
柱
に
展

開
さ
れ
た
。
研
修
の
成
果
が
同

国
で
生
か
さ
れ
て
い
る
実
例
も

報
告
し
て
い
る
（
明
石
書
店
・

本
体
５
０
０
０
円
＋
税
）。

編
著
者
（
こ
ざ
き
・
と
も
み
）

∥
経
済
学
部
教
授
。
主
な
担
当

は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
経
済
。

０５
年
度
か
ら
３
年
間
に
お
よ

ぶ
商
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
企
業
経
営
と
現
代
的
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
研
究
成
果

の
一
部
が
８
本
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
以

下
、
Ｒ
Ｍ
）
の
概
念
、
そ
の
方

法
の
変
遷
か
ら
始
ま
り
、
現
代

企
業
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る
リ

ス
ク
（
戦
略
リ
ス
ク
、
情
報
開

示
リ
ス
ク
な
ど
）
、
Ｒ
Ｍ
に
関

す
る
国
家
規
格
・
国
際
規
格
な

ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も

に
、
中
小
企
業
に
お
け
る
Ｒ

Ｍ
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
や
企
業
文
化
の
問

題
を
企
業
経
営
や
企
業
価
値
最

適
化
の
視
点
か
ら
検
討
し
た
も

の
で
あ
る
。

Ｒ
Ｍ
が
企
業
価
値
を
左
右
さ

せ
る
重
要
な
概
念
で
あ
り
、
方

法
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
白

桃
書
房
・
本
体
２
８
０
０
円
＋

税
）。編

著
者
（
う
え
だ
・
か
ず

お
）
∥
商
学
部
教
授
。
主
な
担

当
は
保
険
論
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
。

〔経済学部国際経済学科公開講座〕

統一テーマ『国際金融危機と新興国』

中国経済、地球温暖化問題、エネルギー問題、

中南米の課題などテーマ別の講演。

▶期間＝５月３０日（土）～７月１１日（土）＊６

／２７を除く毎週土曜・全６回＊１回の受講でも

可▼時間＝１０時４５分～１２時１５分▶場所＝生田キ

ャンパス▶：教務課経済学部☎０４４（９１１）１２５７

♦

〔社会知性開発研究センター／言語・文化研究

センター国際公開講座〕

『気づかれざるバイアス：行動にひそむ心理』

▶日時＝６月６日（土）１１時～１７時▶場所＝神

田キャンパス▶：社会知性開発研究センター

☎０４４（９１１）１３４７
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第３版を刊行
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＊詳細はホームページで＊
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